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差
別
や
偏
見
の
な
い
明

る
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計

画
策
定
か
ら
５
年
を
経
過
し
た

が
、
実
施
状
況
の
見
直
し
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
市

民
へ
の
「
人
権
に
関
す
る
調

査
」
を
再
実
施
す
る
こ
と
を
求

め
る
。 

虐
待
、
い
じ
め
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
の
で
再
調
査

の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

次
年
度
に
は
実
施
し
た
い
。
ま

た
そ
れ
を
踏
ま
え
計
画
見
直
し

を
進
め
た
い
。

 

学
校
教
育
で
の
人
権
教

育
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長 

同
和
問
題
を
始
め
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
拉
致
被

害
者
等
に
つ
い
て
全
教
育
活
動

に
お
い
て
指
導
し
、
教
職
員
研

修
は
、
同
和
教
育
を
中
心
と
し

た
人
権
教
育
を
進
め
て
い
る
。

 

県
内
で
行
わ
れ
て
い
る

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
展
の

佐
渡
市
民
向
け
ミ
ニ
人
権
展
の

開
催
を
求
め
る
。

 

実
行
委
員
会
形
式
で
開

催
す
る
。
そ
の
た
め
に
今
年
、

本
土
で
行
わ
れ
る
人
権
展
へ
職

員
も
派
遣
す
る
。

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
人
員

確
保
を
求
め
る
。

 

核
家
族
化
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
つ
つ
あ

る
状
況
で
は
ソ
フ
ト
面
の
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
。
利
用

時
間
が
12
時
ま
で
だ
っ
た
施
設

は
10
月
か
ら
午
後
2
時
ま
で
に

拡
充
す
る
。

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
担
当
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
求
め
る
。

 

必
要
と
考
え
、
5
つ
の

支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
、

意
見
交
換
を
最
初
に
や
る
。

 

佐
渡
市
の
原
発
事
故
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

 

防
災
計
画
に
あ
る
原
子

力
災
害
対
策
編
新
設
作
業
に
入

り
、
来
年
2
月
に
策
定
予
定
。

 

市
長
は
東
京
電
力
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

 

福
島
第
一
原
発
事
故
の

原
因
究
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
再
稼
働
は
論
外
。
最
終

的
に
は
原
発
は
反
対
と
い
う
立

場
。

 

市
民
か
ら
、
増
税
さ
れ

た
ら
暮
ら
し
は
成
り
立
た
な
く

な
る
、商
売
が
立
ち
ゆ
か
な
い
、

増
税
や
め
て
、
と
多
く
の
声
が

あ
る
。そ
の
中
で
、民
主
、自
民
、

公
明
３
党
が
消
費
税
増
税
法
案

を
強
行
し
た
。
法
案
成
立
後
も

多
数
が
反
対
、
こ
こ
に
増
税
を

実
施
さ
せ
な
い
最
大
の
根
拠
が

あ
る
。
民
主
、
自
民
、
公
明
の

増
税
勢
力
に
国
政
選
挙
で
審
判

を
下
せ
ば
、
増
税
を
や
め
さ
せ

る
展
望
が
開
け
る
。
こ
れ
か
ら

が
増
税
反
対
の
た
た
か
い
と
世

論
が
政
治
を
動
か
す
と
き
。
市

長
の
認
識
は
。

 

国
会
の
中
で
決
め
た
こ

と
な
の
で
市
長
と
し
て
関
与
で

き
な
い
。
消
費
税
問
題
は
各
階

層
で
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
承
知

し
て
い
る
。
一
方
、
国
の
財
政

赤
字
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
で
財
源
は
必
要
で
あ
る
。
消

費
税
は
社
会
保
障
に
充
て
る

が
、
現
在
の
社
会
保
障
制
度
は

1
9
4
0
年
代
か
ら
1
9
7
0

年
代
に
年
10
％
経
済
成
長
し
て

い
た
と
き
の
仕
組
み
で
あ
り
、

成
熟
経
済
に
入
っ
た
今
、
そ
の

仕
組
み
が
崩
れ
る
の
は
当
た
り

前
で
あ
る
。
国
民
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
、
協
力
を
求
め
る

形
で
の
提
案
が
必
要
だ
。

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
は
第
一
次
産
業
を
応
援
す

る
施
設
等
（
船
・
農
業
・
カ
キ

小
屋
）
も
対
象
に
制
度
を
広
げ

る
べ
き
。

 

こ
の
事
業
は
営
業
を
含

ま
な
い
施
設
で
住
居
環
境
の
向

上
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 

今
後
も
事
業
継
続
へ
。

 

今
回
の
経
済
効
果
を
勘

案
し
、
検
証
し
な
が
ら
的
確
に

導
入
す
る
。

 

子
ど
も
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
、
新
潟
県
知
事
へ
佐
渡

市
と
同
じ
よ
う
に
す
べ
て
の
子

ど
も
に
※

県
の
制
度
を
合
わ
せ

て
助
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

知
事
か
ら
な
る
べ
く
よ

い
返
事
を
聞
き
出
す
よ
う
な
説

明
の
仕
方
を
し
て
い
く
。

※�

新
潟
県
は
３
人
以
上
、
子
ど
も
を
有
す

る
世
帯
の
み
の
制
度

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

荒
井
　
眞
理
　
議
員

人
権
啓
発
推
進
、子
育
て
支
援
を
求
め
、

原
発
問
題
に
つ
い
て
問
う

中
村
　
良
夫
　
議
員

消
費
税
大
増
税
は
中
止
へ
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ト
キ
と
の
共
生
の
環
境

施
策
が
柱
の
佐
渡
市
は
、
本
気

で
森
林
活
用
を
す
す
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
だ
け
で
な
く
雇
用

に
結
び
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促

進
協
議
会
や
促
進
計
画
を
６
月

に
策
定
し
た
。
ま
た
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
・
薪
ス
ト
ー
ブ
補
助
事

業
等
で
す
す
め
て
い
る
。

 

大
飯
原
発
再
稼
働
な
し

で
も
電
力
は
足
り
た
。
政
治
が

原
発
ゼ
ロ
の
決
断
を
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

 

原
発
は
反
対
だ
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
確
保
で
原
発
ゼ
ロ
を

め
ざ
す
べ
き
。

 
県
の
原
子
力
災
害
見
直

し
は
、「
広
範
囲
に
放
射
能
が

広
が
る
」
が
前
提
と
な
っ
た
。

原
子
力
災
害
の
防
災
訓
練
を
は

じ
め
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
の

に
佐
渡
市
が
行
な
わ
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

危
機
管
理
主
幹 

県
の
具
体
的
方

策
等
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
年
は
行
わ
な
か
っ
た
。

 

社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
路
線
の
国
民
健
康
保
険
は

３
年
後
に
は
、
一
人
当
た
り
11

万
円
も
の
国
保
税
に
な
る
。
こ

れ
で
は
市
民
は
耐
え
ら
れ
な
い

が
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

 

佐
渡
市
民
に
と
っ
て
は

大
変
な
問
題
と
考
え
る
。
国
県

に
低
所
得
者
対
策
を
要
望
す
る

が
、
今
後
研
究
す
る
。

 

１
５
０
世
帯
か
ら
事
実

上
、
国
保
保
険
証
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
法
令
違
反
で
は

な
い
か
。

 

法
令
違
反
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
通
院
等
が
必
要
な

方
が
い
る
か
、
す
ぐ
に
調
査
さ

せ
る
。 

高
齢
化
の
島
と
し
て
国

民
年
金
で
も
入
れ
る
特
養
ホ
ー

ム
の
実
現
や
介
護
で
困
っ
て
い

る
市
民
の
声
に
応
え
る
体
制
が

必
要
だ
し
、
支
所
体
制
に
は
、

「
地
域
福
祉
」
を
す
す
め
る
視

点
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

国
民
年
金
者
の
入
所
は

厳
し
い
の
で
他
市
状
況
等
を
研

究
し
対
策
を
と
る
。
介
護
保
険

制
度
の
状
況
は
、
事
業
者
等
か

ら
実
態
の
聞
き
取
り
中
。
支
所

の
あ
り
方
検
討
で
も
す
す
め

る
。 

水
道
水
の
硬
水
対
策
は

ど
う
な
っ
た
か
。

 

新
た
な
水
源
の
開
発
を

検
討
し
て
改
善
対
策
を
す
る
。

 

通
学
路
危
険
箇
所
改
善

の
文
科
大
臣
の
４
月
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
予
算
権
限
の
あ
る
市
長

宛
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
対
応

す
る
か
。

 

6
月
に
も
答
弁
し
た

が
、
対
応
す
る
。

 

合
併
前
の
市
町
村
時
代

は
、
多
く
の
姉
妹
都
市
と
の
交

流
が
あ
っ
た
が
、
合
併
後
、
入

間
市
と
国
分
寺
市
だ
け
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
両
市
と
の
そ
れ

ぞ
れ
28
年
、
23
年
来
の
交
流
内

容
は
、文
化
、芸
能
、祭
、ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
娯
楽
的
、
な
れ
合
い

交
流
に
片
寄
っ
て
い
る
。
佐
渡

は
産
業
振
興
の
観
点
か
ら
将
来

的
に
実
の
あ
る
経
済
交
流
を
行

う
べ
き
で
、
例
え
ば
入
間
市
に

は
、
佐
渡
か
ら
お
け
さ
柿
・
ト

キ
米
・
和
牛
の
子
牛
を
供
給
し
、

入
間
市
か
ら
狭
山
茶
や
肉
牛
を

受
入
れ
る
。
入
間
市
で
は
肉
牛

が
６
０
０
頭
も
飼
育
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
国
分
寺
市
か
ら
積
極

的
に
小
中
学
だ
け
で
な
く
全
市

民
を
対
象
に
優
先
的
に
旅
行
客

の
受
入
れ
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

 

両
市
は
共
に
都
会
の
大

消
費
地
で
あ
り
、
姉
妹
都
市
交

流
の
目
的
は
佐
渡
市
と
相
手
に

あ
る
も
の
な
い
も
の
を
お
互
い

に
交
歓
す
る
。
指
摘
の
と
お
り

単
な
る
交
流
で
な
く
、
お
互
い

の
産
業
間
の
生
産
を
波
及
さ
せ

る
事
が
一
番
大
事
で
あ
り
、
Ｊ

Ａ
等
を
介
し
て
積
極
的
に
検
討

す
る
。

農
林
水
産
課
長 

入
間
市
の
肉
用

牛
は
４
戸
で
６
８
０
頭
飼
育
さ

れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｆ

１
（
雑
種
）
で
、
佐
渡
は
黒
毛

和
牛
（
純
血
）
の
市
場
で
あ

り
、
佐
渡
市
場
へ
の
見
学
招
待

な
ど
を
含
め
て
入
間
市
の
関
係

者
の
方
と
協
議
し
て
い
る
。

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
視
察
し
た
島
根
県
隠
岐
の
島

の
海
士
町
は
人
口
2
3
1
9

人
、 

33
㎢
、
こ
の
町
の
島
づ
く

り
は
、「
な
い
も
の
は
な
い
」。

な
い
も
の
ね
だ
り
は
せ
ず
に
自

分
た
ち
の
智
恵
と
努
力
で
自
立

の
道
を
切
り
開
き
次
々
と
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
進
め
て
い
る
。
佐
渡
市
の

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
考

え
は
何
か
。

 

海
士
町
と
佐
渡
の
違
う

大
き
な
点
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ

は
海
士
町
は
資
源
が
乏
し
い

が
、
佐
渡
に
は
い
っ
ぱ
い
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
違

い
は
海
士
町
は
、
民
間
が
自
分

た
ち
で
考
え
て
自
分
た
ち
で
行

動
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

行
政
が
支
援
を
す
る
が
、
そ
の

時
に
は
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
人

達
が
そ
こ
に
支
援
に
入
っ
て
い

る
。
佐
渡
は
そ
う
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
考
え
た
り
、
行
動

せ
ず
に
、
行
政
オ
ン
リ
ー
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

に
は
市
民
一
丸
と
な
っ
て
ど
う

し
た
ら
佐
渡
が
良
く
な
る
か
の

考
え
方
が
必
要
だ
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

市
民
の
切
実
な
願
い
に

　
　
　
　
　
こ
た
え
る
市
政
を

中
川
　
直
美
　
議
員

村
川
　
四
郎
　
議
員

姉
妹
都
市
交
流
を

　
　
　
　
経
済
連
携
に
生
か
せ
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領
土
問
題
と
歴
史
教
育

に
対
す
る
市
長
見
解
を
問
う
。

 

北
方
領
土
を
始
め
、
竹

島
と
尖
閣
諸
島
は
日
本
固
有
の

領
土
で
あ
る
。
こ
の
日
本
国
政

府
の
方
針
に
の
っ
と
り
学
校
現

場
で
も
堂
々
と
こ
れ
を
教
え
る

べ
き
。
自
国
の
歴
史
に
自
信
と

誇
り
を
持
て
る
教
育
が
不
可
欠

で
あ
り
、
特
に
近
代
史
は
、
現

在
に
直
結
す
る
重
要
な
歴
史
な

の
で
き
ち
ん
と
教
え
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
で
愛
国
心
に

基
づ
く
本
当
の
実
力
が
つ
く
と

考
え
る
。

 

改
正
離
島
振
興
法
の
離

島
活
性
化
交
付
金
事
業
で
、
米

と
魚
の
船
運
賃
助
成
に

取
組
む
べ
き
。
で
き
な

け
れ
ば
以
前
の
よ
う
に

市
単
独
で
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

離
島
活
性
化
交

付
金
は
、
本
土
と
離
島

の
格
差
を
埋
め
る
こ
と

が
基
本
に
あ
る
の
で
、

米
と
魚
の
船
運
賃
助
成

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
こ

の
制
度
で
の
実
現
に
向

け
て
全
力
で
あ
た
る
。

 

別
表
の
と
お
り
、
本
市

小
中
学
校
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
は
多
い
。
暴
力
や
窃
盗
な
ど

犯
罪
そ
の
も
の
の
事
件
が
あ
る

が
警
察
介
入
を
す
べ
き
。
ま

た
、
い
じ
め
ら
れ
た
子
ど
も
は

休
校
、
転
校
す
れ
ば
よ
く
、
い

じ
め
た
子
ど
も
た
ち
は
県
教
委

方
針
の
と
お
り
出
席
停
止
を
積

極
適
用
し
、
多
発
す
る
自
殺
を

防
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長 

本
当
に
困

っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば

警
察
と
連

携
を
と

り
、
出
席

停
止
を
適

用
す
る
が

慎
重
に
対

処
し
た

い
。

北方領土返還要求運動新潟県民会議　
総会・県民大会　会長挨拶
H24.7.14　新潟東急イン

決算審査特別委員会委員の選任
　９月７日の本会議において、佐渡市議会決算審査特別委員会が設置され、�
次の委員が選任されました。

　
定
　
数
　
　
8

　
委
員
長
　 

　
加
　
賀
　
博
　
昭

　
副
委
員
長
　 

　
大
　
森
　
幸
　
平

　
委
　
員
　 

　
駒
　
形
　
信
　
雄

　
渡
　
辺
　
慎
　
一

　
中
　
川
　
隆
　
一

　
中
　
村
　
良
　
夫

　
村
　
川
　
四
　
郎

　
金
　
子
　
克
　
己

よろしくお願いします。

一
　
般
　
質
　
問

領
土
問
題
と
歴
史
教
育

米
と
魚
の
船
運
賃
助
成
・い
じ
め
対
策

近
藤
　
和
義
　
議
員

いじめの認知件数　佐渡市学校教育課（平成24年8月1日現在）　
年度 小1 小2 小3 小4 小5 小6 小計 中1 中2 中3 中計 合計
21年 1 1 1 3 4 10 1 4 5 15
22年 2 2 3 3 1 11 4 2 2 8 19
23年 1 1 1 3 4 5 9 12
24年
1学期 2 2 1 5 0 5

平成24年度　北方領土返還要求運動新潟県民会議　役員名簿
会 長 新潟県青年団OB会　顧問 近藤　和義

副会長
新潟県婦人連盟　理事長 外石　栄子
連合新潟　会長 齋藤　敏明

理 事

新潟県商工会議所連合会　会頭 敦井　榮一
新潟県商工会連合会　会長 岩村　菖堂
新潟県漁業協同組合連合会　代表理事会長 當摩　栄一
新潟県農業協同組合連合会連絡協議会　会長 萬歳　　章
北方領土問題対策協会新潟県推進委員 八海　昭夫
新潟県市長会長 森　　民夫
新潟県町村会長 渡邊　廣吉
新潟県知事政策局長 杉山　順爾

監 事
日本青年会議所新潟ブロック協議会　会長 下村　　栄
新潟県信用漁業協同組合連合会　代表理事会長 遠藤　　正

事務局長 新潟県青年団OB会　参与 小竹　和喜
事務局 新潟県知事政策局　国際企画課
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平成24年 第4回臨時会 議決結果をお知らせします

採
択
さ
れ
た
請
願

◆�

「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
」
の
前
進
を
も
と

め
る
請
願

◆�

「
私
立
高
校
生
が
学
費
を
心
配
せ
ず
学
べ

る
よ
う
に
、
私
学
助
成
の
増
額
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
に
関
す
る
請
願

可
決
さ
れ
た
意
見
書

◆�
私
立
高
校
生
が
学
費
を
心
配
せ
ず
学
べ
る

よ
う
に
、
私
学
助
成
の
増
額
・
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

◆�

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
前
進
を
求
め
る
意

見
書

◆�

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
地
方
財
源
を
確

保
・
充
実
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
求
め
る

意
見
書

請 願 陳 情 意 見 書

　
議
会
の
傍
聴
に

　
　
　
　
お
い
で
く
だ
さ
い

　

本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、ど
な
た

で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。傍
聴
の
手
続
き

は
簡
単
で
議
場
の
傍
聴
席
入
口
の
受
付
で
住

所
・
氏
名
な
ど
を
記
載
す
る
の
み
で
傍
聴
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。議
場

は
市
役
所
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

な
り
の
佐
渡
中
央
会
館
内
に
あ
り
ま
す
。

平成24年第４回臨時会　市長提出付議事件

件　名 提出月日 議決月日 議決結果

平成24年度佐渡市一般会計補正予算（第５号）について
８/７ ８/７ 原案可決

平成24年度佐渡市水道事業会計補正予算（第２号）について


